









団を維持・持続するため、松竹と 3 月に映画、9 月に舞台の専属契約を結んだ。
松竹は八重子を新派に投入、第二次芸術座としての公演の機会は年 2 カ月間確保
された（1929～42 年）。1935 年竹紫死去、1937 年八重子は歌舞伎の十四代目守
田勘彌と結婚し（1950 年離婚）、39 年に娘（現二代水谷八重子）が生まれた。




は遂に見られず●に…」（安藤鶴夫「1952 年への課題」読売新聞 1951 年 12 月






















 筆者が初めて劇団新派の舞台を見たのは 1978 年 5 月の新橋演舞場公演夜の部で演目立
ては二本、目当ては二番目の大和和紀の漫画を原作とする「はいからさんが通る」（三木
のり平演出）だった。劇場内は「客層ががらりと変わり、十五・六歳の少女が圧倒的」















わってしまうのではという危機感をもつこともなかっただろう。翌 1979 年 10 月初代水










（1966 年）、朝日賞（1973 年）、勲三等宝冠章（1975 年）に輝いた名優を追悼し、 
 
「…彼女の芸は女優ながら新派最後の女形の芸だったともいえる。…」（山口竜之輔




題を解決した。…」（戸板康二「新派の水谷八重子さん死去」1979 年 10 月 2 日朝日新


















                                               
46 1871 年生・1961 年卒。日本橋薬種問屋に生まれ、素人芝居をやっていたが、伊井容峰の勧めで青柳一座
に加わり北海道巡業に赴き演者に。1896 年高田実らと成美団を設立。成美団は写実的な演技を特徴とした。
後に本郷座を経て、「新派三頭目」のひとりとして新派を支えた。 
47 1894 年生・1965 年卒。新派の著名な女形の演者。後に立役も演じた。喜多村緑郎の弟子で、停滞する新
派に危機感を覚え、若手で 1921 年新劇座を結成。後の新派大合同の要となり、1910 年代から低迷期に入る
新派を再興。 


























                                               
49 1871 年生・1946 年卒。川上貞。貞奴の名で芳町の名妓で才色兼備で知られ、伊藤博文らのひいきを受
け、1894 年川上音二郎（注 49）と結婚。1899 年川上一座のアメリカ巡演で日舞を披露し、以降女優として
活動。1908 年夫妻で帝国女優養成所設立（翌年帝国劇場付属技芸学校）、1911 年音二郎死去後引退。 




年国際演劇協会日本センター理事長、長年の業績により第 13 回芸術選奨受賞。劇作家内村直也は実弟。 
51 1951 年 1 月新橋演舞場公演プログラム p.3 
52 日本映画データベース http://www.jmdb.ne.jp/person/p0207220.htm、映画.com 








が出来上がって了いました。」53―1913 年～1928 年 初舞台から松竹傘下に入るまで― 
  
八重子の演者生活は、義兄水谷竹紫（以下、竹紫と表記）によって用意された54。『竹






                                               








55 水谷八重子が姉勢舞とまとめた追悼集。1936 年 8 月刊。 
56 『竹紫記念』によれば、1907 年に 1 年志願兵として姫路連隊に入隊、後 1913 年歩兵中尉に任命されてい
る。 
57 文芸協会は前後期で異なる。前期は 1905 年イギリス・ドイツから帰国した島村抱月の立案により宗教・
美術・教育・演劇・演芸など各種の文化改良を企図したもので、会頭は大隈重信、逍遥は発起人の一人にす
ぎなかった。発会式の余興、同年 11 月演芸部大会、翌 1907 年の第二回演芸大会とも逍遥の作品で、演劇活









東京俳優養成所（1910 年東京俳優学校に改称し男女共学に）を設立している。文芸協会演劇研究所の 1 期生
は 25 名、卒業時に帝国劇場で「ハムレット」、第 2 回で「人形の家」を上演し、ノラを演じた松井須磨子が
注目を浴びた。脚本選定における主脳部の意見の不一致（逍遥はシェイクスピア、若手はイプセン、トルス
トイ、メーテルリンク）、須磨子に対する他の俳優の反発等で 1913 年 2 月第 5 回公演「思い出」の後、須磨




面を担当58、八重子は 1913 年 9 月の芸術座旗揚げ公演の「内部」の群衆の子役として初























本写真印刷株式会社、昭和 41 年、p.12）、前期文芸協会で復刊した『早稲田文学』に劇評を書いていた。 
59 これ以降、八重子は自分から観劇に行くようになったという（水谷八重子、1997 年、pp.14-15 
60 尾崎宏次『島村抱月 日本近代芸の創始者たち＝１』未来社、1965 年、44-46 
61 大笹吉雄『日本現代演劇史』明治・大正編、白水社、2002 年、p.144 
























もの座」を結成、1920 年 12 月、青山の指導を受け、友田の家の地所に舞台を設けた野外
劇で、坪内逍遥作「路傍に眠っている男」を試演、翌 1920 年 4 月に第 2 回試演（シュミ
ット・ポン作、森鴎外訳「ヂオゲネスの誘惑」他）を経て 10 月鉄道協会講堂で初回公
演、土方与志74の演出によるダンセニィ作、田中総一郎訳「アラビヤ人の天幕」で、花柳











https://www.futabagakuen-jh.ed.jp/about/ 2020/2/18 参閲） 
66 部下に後年新派の脚本家として活躍する川口松太郎がおり、「青い鳥」のチケットをもらって連続して通
ったという。（川口松太郎『八重子抄』中央公論社、昭和五十六年、pp.8-9） 
67 水谷、昭和 41 年、p.15 
68 1877 年生・1959 年卒。1904 年渡米、ニューヨークのアルピニー俳優学校を経て在米日本人を観客に、ア
マチュア劇団で活動し、1919 年帰国。1921 年から映画界に転身、監督、演者として活躍した。 
69 1885 年生・1945 年卒。芸術座解散後は舞台協会に参加。 
70 1899 年生・1937 年卒。中学時代に土方与志と素人劇団を結成、叔母の家に作ってもらった劇場南湖座で
上演、早稲田大学に進み、畑中の指導で 1919 年「ワーニャ伯父さん」に出演。築地小劇場設立同人。 
71 1889 年生・1956 年卒。早稲田大学文学科哲学専攻在学中から演劇活動に従事、築地小劇場設立同人。舞
台、映画、テレビの世界で演出、脚本、演者として活躍した。 
72 在籍する雙葉高等女学校では生徒の演劇出演が問題になったが、「成績が良かったので、注意だけの不問
に終わった」（水谷、昭和 41 年、p.16） 
73 水谷八重子、1997 年、p.23 
74 1898 年生・1959 年卒。中学時代は友田と高校では近衛秀麿らと友達座を結成、東京帝国大学進学後は自
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75 1881 年生・1950 年卒。1896 年喜多村緑郎、高田実らの成美団「百万円」を観劇し、翌年新演劇の劇壇に
加入、1915-17 年浅草御国座と本郷座で連鎖劇全盛期を支え、後に映画界へ。再び新派に戻り、井上道場を
組織して「中間演劇」の創出を目指した。 
76 1894 年生・1983 年卒。東京帝国大学卒業後、弁護士を開業。在学中から歌舞伎を研究し、後に日本大学
芸術学部教授。 
77 1895 年生・1954 年卒。演者。1920 年研究座を結成、1924 年築地小劇場に参加、後に映画界で活躍した。 














 1923 年 9 月 1 日、関東大震災が起きる。八重子が暮す神楽坂界隈は火災を免れたが、














                                               
79 1860 年生・1926 年卒。小芝居の演者で威勢のいい立ち廻りなど「猛優訥子」と親しまれた。 
80 1865 年生・1949 年卒。キリスト教人道主義に立つ社会主義運動を行った。同志社教授を経て東京専門学
校（1904 年早稲田大学に改称）教授。早稲田大学野球部創設者。 
81 1905 年生・1983 年卒。劇作家、劇評家、小説家の田村西男（1879 年生・1958 年卒）の長女。1924 年築
地小劇場に入り、翌年友田恭助と結婚、1937 年文学座結成に参加。 
82 1881 年生・1928 年卒。坪内逍遥とともに日本の近代演劇創出に大きな貢献を果たした。伊井蓉峰の一座
の座付き作者を経験し（注 42 参照）、1909 年二代目市川左団次と自由劇場を設立して翻訳劇を上演。当初は
純芸術主義者だった（注 18 参照）。1920 年には松竹キネマ俳優学校で指導に当たるなど商業演劇との接点も































                                               
83 水谷八重子、昭和 30 年、「私の芸談」p.47 
84 水谷八重子、昭和 30 年、「新劇への新しい欲求」p.70 
85 水谷八重子「私の履歴書」『私の履歴書 第四十集』日本経済新聞社、昭和 45 年、p.256 



















翌 1924 年には聚楽座の経営者がオープンした白鳥座の公演も請け負い、1，5，7 月と








「3 月 25 日 文芸座で八重子と会う。しきりと、『翻訳劇がいやになりました』など
といって居た。」 























 1925 年 3 月、経済的事情から、竹紫は松竹と映画の専属契約を結び、以降八重子はほ
ぼ毎月の舞台の間を縫って映画にも出演する生活になる。この専属契約は芸術座として交
わされたのだが、八重子ひとりが契約したという誤解が生じ、第一次芸術座ゆかりの座員






                                               
87 尾崎宏次「その作品を中心に 坪内逍遥から今日までの六十年」野口達二編『水谷八重子』立風書房、
1979 年、pp.71-73 
















感じるのである。1925 年の 9 月の月末は名古屋新守座、10 月大阪角座、11 月前半は神戸
松竹劇場、後半から 12 月中旬は大阪松竹座、12 月下旬は神戸松竹劇場井上正夫と合同。
演目は最小 20 本90、内再演 4 本（内翻訳物 3 本）だった。 
1926 年は 2 月に松竹映画、そして何のご褒美であろうか、竹紫夫妻と共に 4 月 16 日
から 7 月 22 日まで渡米し、ハリウッドなどを見学（大阪朝日新聞社、全関西映画協会派
遣。総経費 4 万円―現在の価値では約 2 億円）。この間を除くと、12 月は大正天皇崩御
の関係もあり、松竹映画 3 本（2 月、10 月）以外は 9 月の本郷座で 3 本、内 1 本は再
演、もう 1 本は舞踊だった。1927 年は 5～8 月の九州、四国、信州巡演、10 月秩父・松









と記す91。3 月大阪浪花座で新派梅島昇、柳栄二郎と合同、4 月歌舞伎座で月末 2 日間、
芸術座再興記念として「復活」を上演すると同時に八重子主演の松竹映画「九官鳥」封
切、9 月は本郷座、11 月は横浜樹喜楽座、12 月は浅草公園劇場で早大演劇博物館基金募
集公演（新作 6 本）、演目は計 20 本、巡演には再演が多いため、20 本の内再演が 10 本
である。 
                                               
89 水谷八重子、1997 年、p.55 
90 以下、演目情報については比較的整っている水谷八重子 1977 年の年表と野口達二編 1979 年の年譜を基礎
とするが、異同及び書籍内の記述との齟齬もあるため、正確とは言えない。 
91 水谷八重子、1997 年、p.67 
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 1928 年は 1～3 月井上正夫と合同で大阪角座、京都南座、名古屋新守座で、3 月は浅草



























                                               































                                               
95 劇団新派編『新派』、大手町出版社、昭和 53 年 


































  児島文衛101…中村芝翫 
   あどけない娘に成り済ます処、立役をして失敗する処などがよく似ている。品格は
芝翫の方が遥か上だが、色気は児島の方が確かにある。 
  河合武雄102…澤村源之助 
                                               
98 城戸四郎編・脇屋光伸著、昭和 26 年、pp.30-31 
99 同上 p.98 
100 1871 年生・1916 年卒。前職は鉄道員。川上一座で芸歴を開始、1894 年「日清戦争」の李鴻章役が高い評
価を得た。しかし劇団新派では昭和 53 年に出版した『新派』「新派の人々」に高田はなく、HP の「歴代名
優」にも加えていない。 
101 1875 年生・1907 年卒。山口定雄一座を経て水野好美、河合武雄らと奨励会を結成。後に七代目市川八百
蔵の門下に入るが新派に戻った。 





   体の意気な処、科の行き届く処、調子のツンケンする処などがよく似ている。源之
助は此頃腰を掛けた気味だが、この人がどんどん上（の）して来るのは頼もし
い。 
  高田実…市川團藏 




  川上音二郎…市川左団次 






  水野好美103…市川権十郎 












                                               
喜多村と一座を組み、本流新派を支えた。 
103 1863 年生・1928 年卒。油絵師から転向して済美館結成メンバー、後に川上一座を経て 1928 年伊佐水劇






















































































1928 年 10 月の本郷座公演だった。演目は藤森成吉作「何が彼女をそうさせたか」、岡本
綺堂作「両国の秋」、巌谷三一作「私のパパさん」の三本。「何が彼女をそうさせた   













































                                               












の巻（十）存在理由を失える新派」朝日新聞 1929 年 7 月 15 日朝刊 5 頁） 
 






















                                               


































                                               
107 水谷八重子、1997 年 p.81  




























 八重子は 1933 年 3 月、東劇の歌舞伎公演に合同した。演目は真山青果作「阿国歌舞
伎」、金子洋文作「処女日記」、大森痴雪作「女殺油地獄」、前田河廣一郎作「盗人」、
亀谷原徳作「青春の人々」の 5 本で、八重子は「盗人」女殺油地獄」以外の 3 本に出て
いる。岡鬼太郎の劇評（「東劇闇汁芝居 珍不思議な一座」読売新聞 1933 年 3 月 9 日夕
刊 3 頁）から、まず「阿国歌舞伎」の部分を紹介する。この作品のあらすじは、蒲生家
                                               























































新聞 1933 年 9 月 4 日夕刊 7 頁）112 
 
竹紫はまた、八重子のこうした動きの理由を「新？旧？八重子の立場」と題して「道頓







                                               






























河辺 しかしあのくらいの女優が他にないからじゃありませんか。   
伊庭 いや、そんなことはない。彼女自身がすぐれているのです。 
三上 しかし古いことは古いですね。」（伊庭孝、久保田万太郎、河辺確治、三 
上於菟吉「時代の人気者 解剖座談会【11】演芸会と放送局の新人」読売新聞 1933 年







1934 年は 4 月の宝塚中劇場、5 月の九州巡演後、6 月からは八重子は歌舞伎公演の枠に
加入する。座組には更に井上が加入することも多かった。 






















 世の中は 1931 年の満州事変から徐々に戦時下の色彩が濃くなり、1937 年には国民精神
総動員運動が始まり、翌年には国家総動員法が制定され、1939 年には映画法が制定され
                                               




う」（正宗白鳥「歌舞伎座評 八重子の行く道」読売新聞 1935 年 2 月 6 日朝刊 4 頁） 
116 水谷八重子、1997 年、p.132 
117 水谷八重子、1997 年、p.133 




の検閲を受けるようになったが、八重子の毎月舞台に立つ生活は続いた。1944 年 2 月の
決戦非常体制による大劇場閉鎖、3 月の興行時間 2 時間半への短縮を受け、以降、この年





















 戦後は GHQ の占領政策に従い119、軍国主義を鼓舞するもの、仇討ち物、封建的な忠誠心
や人命を軽視するもの、歴史的事実を歪曲したものなど、民主主義に沿わないと考えられ
る脚本の上演を禁じ、それに合わせて松竹は歌舞伎脚本 54 本を上演可能、32 本を上演不
可能として CIE（民間情報教育局）に提出、結果的には 74 本の上演許可を得た。1946 年
                                               
119 占領政策関連は主として竹前栄治・中村隆英監修『GHQ 日本占領史 第 19 巻演劇・映画』『GHQ 日本占領




1 月より上演脚本の CIE による検閲が開始、現代劇の比率を 50％以上にすることが求め
られ、同年 11 月にはこの目標が達成できない場合、歌舞伎は禁演すると告知された。 












ったのです。」121―1950 年代 「現代劇運動」とその後― 
  
 1949 年 3 月、花柳の新生新派に喜多村、井上が加わり、劇団新派としてまとまった。













                                               
120 水谷八重子、1997 年、p.182 





谷八重子」朝日新聞 1950 年 6 月 25 日） 
 
興行的には順調であっても、新派も八重子も、戦後 5 年足らずでこのような変容をみせ

























                                               
122 水谷八重子「真船さんの作品」、昭和 41 年、pp.70-71 



























（いずれも「女形と女優 カブキ新派の舞台にみる 脚本が左右するが 当分は両者の養





                                               
124 監督原研吉、脚本鈴木兵吾、共演は月形龍之介、若杉曜子、鶴田浩二。 





















した130。ピカデリー実験劇場とは、1945 年 9 月に英軍管理となり接収、1949 年 3 月 5 日
に接収解除となって返還された松竹所有の丸の内ピカデリー劇場（旧邦楽座）で、ヨーロ
ッパ映画専門館として稼働したが、CIE の発案で 1949 年 5 月から「新劇実験劇場」にも
なったもので（約 1 年間）、実際は時間を区切って映画上映との併用だった131。「松竹・
東宝・吉本演劇関係者から選出した準備委員会が決めた運営委員会が企画・経理を担当、
                                               




127 水谷八重子、1997 年、p.198 
128 1924 年生・2007 年卒。新聞の芸能記者を経て国立劇場勤務。演劇評論家。 
129 1946 年東京都教育局の「演劇教室都民劇場」発足。日本で最も歴史の長い会員制の鑑賞組織。 
130 佐貫百合人「菅原先生と現代劇運動」菅原卓の仕事刊行改編『菅原卓の仕事』、早川書房、1976 年、
pp.336-337 












場所 実験劇場への期待」読売新聞 1950 年 1 月 8 日夕刊 4 頁） 
 
 ピカデリー実験劇場運営委員会の委員長だった菅原卓が役目柄、松竹の依頼を受け、脚


















                                               
87 読売新聞 1949 年 2 月 26 日朝刊 3 頁 




































































                                               
















楽しき舞台 現代劇樹立へ一歩進む」読売新聞 1950 年 12 月 12 日朝刊 4 頁）紙幅の関係
もあるだろうが、演技・演出に言及がないのはなぜか。 
すでに松竹にとって重要な、客を呼べる演者であった八重子の希望を受け、松竹はそ













に浸りうる為の場所であるべきだ。判然たる観客の反応によってのみ支えられ   
る場所であるべきだと思う。ベースボールのグラウンドとは違うのである。」（3 頁） 










第 3 作は 3 月の新橋演舞場新派大合同公演の第一部小山裕士作・菅原卓演出「喜劇
ファース
 
華やかなエレジー」一幕、第 4 作は同公演第二部の菅原卓作・演出「悲劇 逢びき 同
名英国映画原作より」六景で、「華やかなエレジー」は「女心シリーズ第一部」、「逢び






















































                                               
137 佐貫百合人、1976 年、p.339 
138 田中澄江「水谷八重子」円地文子監修『近代日本の女性史 第 5 巻 芸道の花開くとき』、創美社、昭和






























































守』以外は愚劇 『芸術祭現代劇公演』読売新聞 1951 年 10 月 9 日夕刊 2 頁） 
 
                                               




















新聞 1951 年 12 月 22 日朝刊 2 頁） 
 









客』」読売新聞 1952 年 3 月 12 日） 
 








                                               
142 水谷八重子、1977．P.204  






「ステージ 意欲的な“文芸公演”新派合同の歌舞伎座」読売新聞 1952 年 8 月 11 日
夕刊 2 頁） 
 

























                                               































                                               
145 水谷八重子、1997 年、pp.205 




























































竹前栄治・今泉真理監修『GHQ 日本占領史 第 1 巻占領史序説』日本図書センター、1996 
解説・訳高野和基『GHQ 日本占領史 第２巻占領管理の体制』日本図書センター、1996 





















1928 年 10 月 本郷座  
1950 年 12 月 新橋演舞場 合同公演 
1951 年 1 月 新橋演舞場 吉例新派大合同初春興行  
1951 年 3 月 新派大合同三月興行 
1951 年 4 月 明治座春の「新派祭」 
1951 年 6 月 現代演劇大合同 
 
【新聞】 
朝日新聞・読売新聞・東京新聞 
